
を
本
丸
と
呼
び
、
第
二
闘
を
二
，
丸
と
呼
ぴ
、
第
三
闘
を
ぽ
三
，丸
と

呼
べ
り
。
波
栴
舶
を
梨
丸
と
名
付
く
る
も
、
般
中
の
姐
を
い
ム
名
よ
天
疋
七
年
の
邸
、
松
永
丹
波
賦
魁
の
主
将
と
し
て
此
の
地
陀
居
ナ
。

り
起
れ
り
。
但
し
披
郭
を
某
丸
と
稀
し
.
船
舶
を
莱
丸
と
名
付
く
る
翠
八
年
.
丹
波
以
下
賊
魁
共
悉
く
討
亡
さ
れ
.
佐
久
間
使
政
城
主
と

事
、
上
代
に
は
共
の
名
栴
所
見
友
し
。
中
古
以
後
の
初
出
抗
左
る
ペ
し
。

4

金
調
仲
披
も
‘
本
丸
以
下
茶
丸
の
判
例
あ
り
。
如
ν
左。

金
滞
古
政
志
怨
ニ

用
ひ
ら
れ
し
左
ら
ん
と
減
せ
た
る
は
非
也
。
法
附
脚
抄
に
改
-a一山
背
宇

骨
帥
畠
山
城
図
↓
と
見
h
た
る
も
・
文
字
の
み
と
心
似
た
る
も
の
也
。
さ

て
右
の
如
〈
山
城
の
図
名
も
‘
そ
の
質
ヤ
マ
キ
と
改
稿
せ
ら
れ
た
る

を
、
活
問
陀
依
り
て
ヤ
マ
シ
ロ
と
呼
司
る
よ
り
し
て
、
城
郭
の
城
も

シ
ロ

と
呼
ぶ
都
と
成
り
た
り
。
中
古
の
唱
穏
に
綴
っ
て
.
金
制
陣
帥
慨
も

カ
ナ
ザ
ハ

ジ
ヤ
ウ
と
呼
び
て
可
主
ら
ん
か
。
叉
城
内
を
本
丸
・
二
，
丸

紅

E
A
呼
べ
る
丸
て
ふ
と
と
は
、
和
訓
突
に
械
に
ま
る
と
い
ふ
は
‘

械
は
小
四
を
普
し
と
す
と
い
ふ
事
あ
る
に
よ
れ
り
。
丸
は
郭
也
。
本

丸
は
牙
娘
、
二
の
丸
は
外
雑
.
三
の
丸
は
閥
府
叉
月
披
と
い
ム
と
あ

り
。
三
州
志
来
図
幅
削
覚
頭
註
陀
、丸
と
は
環
の
無
端
一
周
の
義
な
り
。

惣
曲
輸
な
ど
い
ふ
も
‘
赴
榔
骨
T
な
り
。
本
丸
は
使
ち
本
披
也
。
と
い

へ
り
。
今
按
宇
る
に
.
城
内

E
丸
の
内
と
呼
ぶ
も
.
惣
曲
輸
の
内
を

い
へ

P
。
或
は
回
ふ
。
丸
は
一
一
聞
の
内
を
呼
べ
る
名
陀
て
、
第
一
図

相
骨
骨
岨
居
給
ふ
。
微
妙
公
の
時
陀
至
担
、
生
母
滞
納
君
居
給
ム
。
同
所

八
枚
戸
・凶
投
戸
は
、
右
後
宮
の
山
地
跳
の
た
め
作
り
白
か
れ
し
と
、金

押
印
幽
続
中
陀
見
ね
た
り
。
ぬ
丸
は
、
此
の
地
陀
帥
聞
の
下
り
て
立
つ
を

芳
稼
定
見
給
ひ
・
是
を
符
き
て
名
づ
け
ら
る
と
一E
ム
。
こ
，丸
は
、天

正
の
初
め
蛾
魁
坪
坂
新
五
郎
居
す
。
今
治
二
，
丸
便
殿
近
〈
坪
坂
の

場
初
存
す
。
我
が
務
と
成
り
て
は
、
務
侯
本
丸
陀
居
館
あ
り
し
か
ど
、

寛
永
八
年
の
火
災
後
よ
り
、
-
7
丸
陀
居
、
伐
を
管
み
変
陀
居
給
ふ
と

一耳ム
。
玉
-M院
丸
は
古
へ
凶
，丸
と
秘
す
。
叫
川
町
山
公
従
後
、
亙
-A君
金

滞
陀
来
り
払
何
ふ
陀
依
っ

て
・
西
，丸
陀
居
室
を
浩
密
せ
ら
れ
・
変
陀
移

従
あ
り
。
放
医
玉
泉
院
丸
と
綿
す
。
世新
J

丸
は
天
徳
夫
人
本
丸
に
居

給
ふ
時
、
薪
炭
な
ど
を
ば
此
の
地
陀
貯
へ
世
き
た
り
。
故
陀
泣
枕
と

す
と
一耳
ム
O
E
-
-

，丸
は
・

天
疋
の
一初
め
賊
魁
三
林
善
四
郎
居
す
と
い

へ
p
o
新
丸
は
・
波
長
四
年
の
新
築
主
る
放
.k
・
新
丸
の
銃
あ
る
な

る
ぺ
し
。
北
，
丸
は
・
今
の
椛
現
品
平
一
の
地
也
。
小
塚
丸
は
、
今
は
藤
右

術
門
丸
と
一耳
ひ
、
古
へ

小
壕
旅
右
衛
門
の
居
第
あ
り
し
放
な
り
と
。

平
次
按
宇
る

K
.
右
に
い
へ
る
路
曲
輸
の
体
総
等
、
モ
の

E
納
は
下

僚
に
餅
飽
す
ぺ
し
。
又
右
路
曲
輪
外
陀
金
谷
の
出
丸
あ
り
し
か
ど
、

駿
務
後
腹
せ
り
。
此
の
出
丸
の
設
絡
陀
就
き
て
は
=
一
州
芯
に
も
記
載

金
揮
官
弘
志
巻

四

三
州
芯
来
因
概
党
附
鍛
に
云
ふ
。
金
調
開
府
城
は
.
天
正
八
年
庶
民
信

長
公
の
命
を
奉
じ
て
、
依
久
間
盛
政
資
州
へ
政
入
り
、飲
城
主
沼
る
。

因
り
て
信
長
公
よ
り
之
を
賜
ふ
。
盛
政
み
づ
か
ら
減
縄
を
改
め
‘
来

方
陀
盟
主
掘
り
.
西
町
ロ
E
E門
と
注
し
、
居
披
と
す
。
然
れ
ど
も

斯
の
時
未
だ
却
探
列
獅
の
み
た
り
と
云
ひ
僻
へ
て
.
今
の
築
制
の
如

く
金
湯
の
響
鍛
あ
る
に
非
・
千
。
同
+
一
年
突
未
、
盛
政
江
州
仰
澗
剛
の

役
K
檎
と
な
る
後
、
秀
吉
公
よ
り
泊
披
を
吾
が
商
抽
出
公
民
賜
ム
。
公

能
州
七
尾
妓
よ
り
巡
り
給
ひ
‘
向
山
南
坊
に
経
始
を
命
じ
、
E
門
E

改
め
て
小
坂
口
の
今
一
宮
ム
河
北
門
と
注
し
た
り
。
此
の
附
と
て
も
縄

張
の
み
陀
て
、
い
ま
だ
太
だ
血
略
の
惚
た
る
事
、
文
総
元
年
の
修
築

陀
て
知
る
べ
し
。
去
し川
h

削
減
は
子
丑
の
聞
に
向
ム
。
族
四
六
町
十
五

問
、
南
北
六
町
八
問
許
と
古
来
云
ひ
仰
へ
た

p
。
本
丸
は
暦
肱
の
頃

小
柳
利
を
建
つ
。
口
元
共
の
航
剛
山
忙
て
、
長
室
?
に
至
り
て
下
問
筑
前
を

七
里
会
河
・坪
坂
仰
智
等
届
す
。

此
の
本
丸
K
置
き
‘
天
正
の
初
め

し
て
本
丸
K
居
す
。
放
に
我
が
務
組
尚
徳
公
も
本
丸
を
刷
出
版
と
せ
ら

れ
.
佐
世
よ
り
の
俳
蛍
を
直
ち
に
居
所
と
な
し
給
へ
り
。
京
丸
は
芳

. 

さ
れ
し
と
問
ゆ
。

せ
宇
o
m
A
永
八
年
六
月
幕
府
老
中
の
奉
曾
陀
・

西
之
妓
被
v
成
=
御
張

度
之
官
被
a

仰
上
刊
と
あ
り
。

n
E
金
谷
山
同
丸
の
都
陀
て
、
此
の
時
張
出

O
披
且
盟
修
築

金
部
府
妓
・
役
昔
は
小
立
野
山
よ
り
共
の
地
連
続
し
て
‘
共
の
尾
崎

を
披
壁
と
な
し、

天
然
の
山
地
花
塀
栴
を
設
け
た
る
を
、
務
副
大
納

言
利
家
卿

文
総
元
年
壬
反
世
子
備
制
中
納
言
利
長
卿
陀
修
築
方
を
命

ぜ
ら
れ
、
金
銀
し
給
ム
底
・
利
長
卿
父
君
の
命
を
務
じ
・
小
立
野
の

方
な
る
山
脚
を
研
り
抜
き
・
山
尾
の
連
続
を
絶
ち
、
咋
辿
他
抑
制
等
の
援

藍
を
撃
た
し
め
、

按
盈
を
高
く
し
、
石
川
郡
戸
袋
山
の
伐
石
を
以
て

石
垣
を
柑
現
在
・
地
底
に
除
樋
を
設
け
て
水
僚
を
引
通
せ
し
め
、
府
披

の
休
裁
梢
・
備
る
と
い
へ
担
。
す
家
見
開
銀
K
一再ム
。
文
総
元
年

月
下
旬、

利
家
卿
上
方
へ
参
勤
し
給
ム
問
、
利
長
卿
へ
被
=仰
位
一

金

海
按
の
石
垣
を
築
か
れ
た

H
O
n正
よ
り
先
は
石
垣
・抑
制
等
も
航
r
之
、山

屋
数
の
地
形
也
O

M
知
る
を
今
年
柵
酬
を
捌
切
、
小
立
野
の
方
と
の
問
を

す
か
し、

水
を
掛
入
れ
、
戸
室
山
よ
り
大
石
を
伐
出
し
・
石
垣
を
築

か
れ
た
り
と
。
三
笠
記
陀
は
、
利
家
卿
の
命
陀
依
っ
て
利
長
卿
金
制
仲

披
を
石
垣
陀
成
さ
る
べ
し
と
て
・
小
奉
行
共
役
人
郡
の
夫
人
足
得

五




